




研究目的 

妊娠が進むにつれ,子宮頸管からのCMV分離が増し,60%にも及ぶ新生児がCMVの産道感染を

受けていると推定されている。この妊娠に伴うCMV再活性の機構を明らかにしたい。また,

すでに抗体を保有している妊婦において胎内感染が認められた例が報告されており,従来

の概念を超えた機構も考えられ,妊娠に伴う本ウイルスの妊婦と児に対する実態を機構と

臨床から解明しようというのが本研究の目的である。 


